
は　じ　め　に

北九州市立大学と下関市立大学が、それぞれの附属研究所を窓口として続けてきた「関門地域

共同研究会」の事業も10周年を迎えました。これまでの調査研究テーマは「関門港」、「関門経済

圏」、「環境」、「国際経済協力」そして「金融」など多岐にわたり、本報告書で13冊目を数えます。

この事業は発足当初から、「関門地域の経済・交流発展に資する」という政策的課題を強く意識

し調査研究を重ねてきましたが、毎年の調査研究にご協力いただいた皆様方にこの場を借りて厚

くお礼を申し上げます。

さて、2003年度から２年計画ではじめたテーマは「国際観光振興」と「ベンチャー創出・育成」

です。前者については、関門地域におけるインバウンド振興の可能性を政策課題として、今年度

は韓国に焦点を当てました。後者については福祉産業、小売業、資金調達あるいは産学（官）連

携という各分野でベンチャー起業の可能性を追究しています。より詳しいテーマの開示について

は、第１部、第２部の冒頭「まえがき」に記しておりますのでご参照ください。

この10年間、すなわちバブル経済崩壊後の関門経済の前途はいまだ予断を許しません。衰退の

途をたどるのか、隆盛のトレンドに乗るのか、今がせめぎ合いの正念場です。毎年の執筆者も、

この全般的状況を強く意識しながら各々のテーマを分析し、かつ政策提言してまいりました。私

たちは、報告書刊行後に毎年「報告会」を開いています。今年は６月に下関側で予定しますが、

どうかご参加のうえ、忌憚のないご意見をいただければ嬉しく思います。

2004年３月

2003年度「関門地域共同研究会」会長

（下関市立大学 産業文化研究所 所長）

山　本　興　治
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